
第 49回定例会 

 

日 時  令和２年 11月 9日（月）19：30～21：00   

場 所  自治会館 1F集会所 

出席者  11人 

 

■議題 

１ 同行避難シミュレーションの感想 

  

①係留ロープ 

・係留するロープを設置するだけで 1時間もかかった。 

・係留用にロープは無理だと思った。ロープにつないだ場合、小型犬でもト

ラブルがあると思った。 

・手を空けるために係留用ロープを張ったが時間がかかりすぎた。その間、

犬が虫に刺された。係留用ロープは張らず、人工の構造物（ベンチ、遊具な

ど）に繋ぐ方が良いと思う。 

 

②ケージ 

・同行避難時には、クレートやケージ持参の周知を行うことは我々の役割だ

と思う。 

・犬を一旦入れる用に、倉庫に大き目のケージを幾つか準備しておくと良い

と思った。 

・ケージ以外は怖いと思った。震災時は犬も落ち着かない状況なので、ケー

ジが一番良いと思った。 

・虫が居る。犬も人もかぶれる。2頭が虫に刺された。 

・虫刺されやかぶれ防止のため、ケージ置き場にはブルーシートを敷くこと

が必要だと思った。 

・どのような所をケージ置き場にしたらよいのか、獣医師など専門家の意見

を聞きたい。 

 

【同行避難シミュレーション】 

日 時：11月 7日（土）13：00～16：00 

場 所：白鳥公園 

参加者：12名 

参加犬： 7頭         



③自宅避難の周知 

・離れると吠えるので近くにいたが、犬を連れて来るのが無理かなと感じた。 

・家でどうにかしないといけないと再認識した。 

・自宅避難も周知していくことが必要だと改めて思った。 

 

④環境整備や備品 

・季節的なこともあるが、白鳥公園の今回使用した部分は、手入れがされて

いないと思う。他の公園は、外からも見えるようにすっきりと整備されて

いる。つつじの植木の中に何かいても分からない。以前はもっと整備され

ていたと思う。 

・どんぐりが沢山落ちていた。食べてしまう犬も居たり、テントの中で過ご

すことを考えると取り除くことも必要。熊手も必要かと思う。 

・今の防災倉庫では小さいと感じるが、防災倉庫はペットの為だけではない

ことも分かっている。 

・倉庫にはブルーシートが 9枚あるが、どれを使用できるのかの確認が必

要。 

・メンバーの着ているベストが地味だと思った。メンバーが一目で分かるよ

うに、前後に入れる物を派手なものにすると良いと思った。 

・夏になると草が生い茂り蚊も多い。蚊帳が必要だと思った。 

 

⑤避難所として 

・避難所として考えると、樹木の伐採など、環境を整えるのが必要だと思っ

た。 

・白鳥公園がペット同行避難所にする活動と並行して、ペットも白鳥中に避

難できるように提案していくと良いと思った。 

・コロナ禍の生活様式を考えると、ペット見守りスタッフ用のテントも、使

う人が変わるたびに消毒しなくてはならないなど手間がかかる。白鳥公園

を避難所として使っていくのは大変だと感じた。中学校の中も同行避難所

として使えるように働きかけると良いと思った。 

・風水害は一時的な避難になるので、生徒昇降口でも良いと思う。地震は、い

つまで避難が続くのか分からないので、学校への同行避難は難しいのでは

ないだろうか。熊本地震でも、屋外でクレートを積んでいた。 

 

⑥全体をとおして 

・シミュレーションなので、手間がかかるのは仕方ないと思った。 

・実体験して、大変なことが分かっただけでも良かった。 



・避難所の難しさが分かった。時と場所、季節、全部考えなくてはいけな

い。 

・設営するのに、バタバタしていた。短時間で設営ができるように、私たちの

訓練も必要だと思った。 

・白鳥公園がペットの避難所になるということを自治会員に周知したい。地

域の人に理解してもらいたいと思った。 

・風水害と地震の場合の避難所の違いを分かってもらわなければならない。 

 

２ 防災ボランティア臨時会合の報告（防災ボランティアメンバーの意見） 

 

・防災倉庫は 3つあるが、公園の倉庫はペットとぼうさいの備品が入ってい

るので手を付けられない。 

・犬が使ったものを人間が使うのはちょっと。 

・ペットとぼうさい専用のブルーシートが必要ではないか。 

・タープテントはペットとぼうさい専用ではないのだが、管理はペットとぼ

うさいがするのが良いのでは。 

 

３ 白鳥公園の防災倉庫について 

 

・倉庫の中を整理するために、ペットとぼうさいの備品が分かるようにしな

くてはならない。 

・防災倉庫の中には、現在、ケージが 3つ、クレートが３つある。 

・ダンボールや発泡スチロールは、必要な物だけ残して処分。 

・倉庫に棚を入れると良い。 

・扉に、倉庫内のレイアウト図を表記。スターターキットの位置が分かるよ

うに明記する。 

 

４ 手順書の見直し（案） 

 

 ＜前回案との主な変更内容＞ 

 ・「〇人以上集まったら作業を始めてください」の削除。 

・係留用ロープは張らない。係留する場合には、人工の構造物に係留する。 

・白鳥公園はペット同行避難場所と決まっているので、公園全体を避難場所と

して考えていく。 

・安全確認の項目の中で、水道と電灯は削除。 

・動物愛護センターへの連絡方法については、保健所生活衛生課に確認。 



  

区分 No タイトル 手順 備品 

表紙 0 ペット・同行避難場所 

開設キット（手順書） 

この手順書に従って一つ一つ避難

行動をしてください。 

 

開 設 キ

ッ ト 説

明 

1 まずは深呼吸 まず一度、深呼吸して落ち着いて

ください。 

 

2 手順書を読む人を決め

る 

この手順書を声に出して読む人を

決めてください。 

 

3 協力の呼びかけをする 皆で協力しましょう  

安 全 確

認 

4 火災の確認 火災が近づいているかもしれませ

ん。焦げた臭いや煙を感じた時は、

周辺を確認しましょう。火災が迫

っている場合は、風向きに注意し

ながら広い場所に逃げましょう。 

 

同 行 避

難 場 所

の準備 

５ ペットを仮り置きする 飼い主さんの両手を開ける為、ケ

ージに入れるか遊具やベンチなど

構造物にペットを繋ぎましょう。 

カラビナ 

６ ペットに札を貼る 倉庫から机とイスを出しましょ

う。 

開設キットの中の養生テープに油

性マジックで①飼い主の名前②犬

の名前③犬種を養生テープに記入

し、ケージやリードに貼りましょ

う。 

机、イス、

養生テー

プ、油性

マジック 

７ ケージ置き場の設置 倉庫からタープテントとブルーシ

ート1枚、ケージを出しましょう。 

タープテ

ント1、ブ

ルーシー

ト 1 

８ ケージ置き場用タープ

テントを組み立てる。2

人以上で作業。 

タープは、横にしたまま支柱を伸

ばしてから立てる。指挟みに注意。

設置場所を決めたらペグで固定し

ましょう。 

ペグ 8 

金槌 

９ ケージ置き場にブルー

シートを敷く 

ブルーシートを敷き、ペグで固定

しましょう。 

ペグ４ 

金槌 

10 ケージ置き場にケージ

を置く 

ブルーシートの上にケージを置き

ましょう。 

 



11 公園出入り口の安全を

確認 

階段が崩れていないかなどの確認

をし、入口と受付場所を決めまし

ょう。 

受付場所は、ケージ置き場の近く

にしましょう。 

危険な場所には、立ち入り禁止の

表示をしましょう。 

コーン 

画用紙 

養生テー

プ 

油性マジ

ック 

 

12 受付場所の設置 倉庫からタープテントを出しまし

ょう。 

タープテ

ント１ 

13 受付場所用のタープテ

ントを組み立てる。2

人以上で作業。 

タープテントは、横にしたまま支

柱を伸ばしてから立てる。指挟み

に注意。設置場所を決めたらペグ

で固定しましょう。 

ペグ８ 

金槌 

14 受付用の机とイスの設

置 

No６の手順書の机とイスを使い

ましょう。 

 

15 避難者のテントエリア

の設置 

 

テントを張ることができるエリア

をマーカーコーンでエリア分けし

ます。 

スポーツ

用マーカ

ーコーン 

16 番人テントの設置 ケージ置き場と受付の間に設置し

ましょう。 

テント１ 

衛生 17 糞尿バケツの設置 倉庫から蓋付バケツを出し、黒い

ビニール袋をバケツの中に広げま

す。 

蓋付バケ

ツ 

黒ビニー

ル袋 

掲示 18 案内板表示の設置 

・受付 

・ケージ置き場 

・飼い主以外立ち入り

禁止 

・番人用テント 

・テント張り場所 

・ペット用糞尿入れ 

ケースの中に入っている案内板を

紐やテープで取り付けます。 

紐、養生

テープ、

案内板 

 

受付 

 

19 受付記入シートの準備 ケースに入っている受付シート

（様式 13-1、13-2）を準備しま

す。糞尿臭い防止シートも準備し

ます。 

受付シー

ト 2 種

類、糞尿

臭い防止



シート 

20 受付開始 糞尿臭い防止シートは、必要な人

に 1枚のみ渡す。 

 

報告 21 白鳥中学校へ 白鳥中学校の避難所運営本部にペ

ット同行避難の状況を報告しま

す。 

帳票 

22 動物愛護センターへ 動物愛護センターにペット同行避

難の状況を報告します。 

※報告不要の場合もあります。 

帳票 

 

５ その他 

 

・麻生区の火災想定は、３～４か所となっており、この地区には、消防車は来

ない可能性がある。 

・指定避難所の備蓄品は、全壊半壊で避難した人の分。緊急避難者のために

用意されていないので、非常に少ない。 

・可能であれば、タープテントは後 2つ（猫と小動物用）準備したい。 

・タープテントに雨除けがあると良い。透明や半透明の物は外から内部が見

えるので便利だと思う。 

・同行避難について、専門家のアドバイスが欲しい。地域の獣医師に相談で

きるか打診してみる。 

・LEDソーラーライトの紹介。 

 

■今後の出展イベント 

2月 13日（土）9：30～11：30 はるひの小中学校にて麻生区総合防災訓練 

2月 14日（日）自治会の防災訓練 

※2回とも、「ペット・同行避難場所開設キット」を使う。 

 

■今後の定例会 

12月 5日（土）15：00～17：00 自治会館１F 

・手順書検討の継続。 

・白鳥公園全体を活用する避難場所レイアウトの検討。 

1月 ・2月 13及び 14日 防災訓練出展の準備 

   ・次年度予算の検討 

2月 ・2月 13及び 14日 防災訓練出展の準備 


